
令和 4年 11月 18日 

 

就労系障害福祉サービス事業所ご担当者 様    

  

 

令和４年度 厚生労働省科学省科研費 「就労系障害

福祉サービス事業所のテレワークによる就労の推進

に関する研究(21GC0017)」 研究代表  

高松大学発達科学部子ども発達学科 

 教授 山口 明日香  

 

研修ご案内 

                    

「障害のある人の新たな働き方『テレワークによる就労』を支える 

就労系障害福祉サービス事業所の実践セミナー」 

 

謹啓 平素より職業リハビリテーションサービスに関する研究における格別のご高配を賜り厚

く御礼申し上げます 

 さてこの度、令和 4年厚生労働省科学省科研費「就労系障害福祉サービス事業所のテレワー

クによる就労の推進に関する研究(21GC0017)」の一環として、全国の就労系障害福祉サービ

ス事業所の職員の皆様を対象にしたセミナーを、送付の通り開催する運びとなりましたのでご

案内いたします。開催方法はオンライン(ウェビナー使用)となっております。申込み方法等の

詳細は、開催要領をご参照ください。全国の就労系障害福祉サービス事業所の皆様のご参加

をお待ちしております。 

  

 

謹白 

＜送付内容＞ 

・開催要領 

・予定プログラム 

・チラシ 

*プログラム内容及び話題提供者は予告なく変更なる場合ございますので、予めご了承ください。  

 

 

 

《お問い合わせ先》 

 〒761-0194 

 香川県高松市春日町 960 

 高松大学発達科学部子ども発達学科 

 山口明日香研究室  

セミナー事務局 かがわ ICTテレワークネット 

Email：telework.bridge2021@gmail.com 



 

「障害のある⼈の新たな働き⽅『テレワークによる就労』を⽀える  

就労系障害福祉サービス事業所の実践セミナー」  

開催要領  
１．主旨  

本セミナーは、Society5.0 時代における多様な働き⽅の１つである「テレワークによる就労」の意義と実

際について理解を深め、障害のある⽅の「テレワークで働く」を視野にいれた、就労系障害福祉サービス事業

所における訓練の⼯夫や実践におけるポイントについて理解を深めることを⽬的としています。全国の就労

系障害福祉サービス事業所の皆様のご参加をお待ちしております。 

 

２．実施主体 

「令和３・4 年度厚⽣労働省科学研究費「就労系障害福祉サービス事業所のテレワークによる就労の推進に

関する研究（21GC1017）」研究班 ⾼松⼤学発達科学部 ⼭⼝明⽇⾹研究室   

 

３．日時及び実施方法 

2022 年 12 ⽉9 ⽇（⾦）9：00〜18：00 オンライン（ウェビナー使⽤）  

 

４． 参加対象者 

・就労移⾏⽀援事業所、就労継続⽀援 A 型事業所、就労継続⽀援 B 型事業所の職員の方。 

・在宅訓練やテレワークによる就労の動向やこれからの展望について知りたい方。 

・在宅訓練やテレワーク支援を行っている事業所の取り組みを知りたい方。 

・事業所でこれから在宅訓練やテレワーク就労を取り組もうと考えている方。  

・障害のある方の「テレワーク就労」に関心のある方など是⾮ご参加ください。 

 

５． 参加定員 

先着 500 名 

（定員を超えて申込いただいた⽅には、ご希望の方には後日オンデマンドにて視聴いただけるようにご案

内いたします。）   

 

６． 参加申込⽅法及び申込期限 

URL ⼜は QR コードより申し込みください。 

    申込フォーム：  https://ws.formzu.net/fgen/S869854553/ 

 

申込期限は 12月6日(火)17 時となります。 

参加申し込みフォームへ申し込み後、登録アドレスへ、開催日3日前に当⽇接続 URL 等案内を送付いたし

ます。本セミナーはZoom ウェビナーを使用します。Zoom サポート等の推奨環境をご確認ください。 

私どものネット環境や皆様のインターネット環境によって、接続が不安定になる場合があります。 あらかじ

めご了承ください。 

 

７． 参加費 

無料 （オンライン参加に伴うインターネット通信費等は参加者の負担となります）  

 

 

 



８． セミナープログラム  
12/9（⾦） 開催場所： Zoom ウェビナー 

開始  終了    話題  話題提供者 （敬称略） 

8:45  9：00  受付     

9:00  9:10    企画趣旨  ⼭⼝明⽇⾹（⾼松⼤学）  

9:10  10:10  1  テレワークの働き⽅と変化  
⼤濱 徹（パーソルチャレンジ株式会社コーポレート

本部事業開発部）  

休憩 5 分  

10:15  11:45  2  テレワークで働く障害者の実際  

佐藤 美貴（札幌チャレンジド）  

加藤 哲義（株式会社沖ワークウェル） 

辻 敏彦（阪和興業株式会社） 

休憩 45 分  

12:30  13:30  3  テレワークを⽬指す訓練のポイント  

野崎 智仁（国際医療福祉⼤学）  

⻘⽊ 真兵（社会福祉法⼈ぷろぼの）  

倉持 利恵（テレワーカーズ柏） 

休憩 5 分  

13:35  14:35  4  訓練⽣のアセスメントと訓練プログラム  

前原 和明（秋⽥⼤学） 

六⾞ 浩（かがわ総合リハビリテーションセンター）  

菊池 庸正（NPO 法⼈在宅就労⽀援事業団）  

休憩 5 分  

14:40  15:40  5  職場開拓と定着⽀援の実際と連携  

縄岡 好晴（明星⼤学） 

川崎 壽洋（NPO 法⼈ぶうしすてむ） 

倉持 利恵（テレワーカーズ柏）  

休憩 5 分  

 

15:45  

 

16:25  

 

６ 

就労⽀援事業所の環境整備と⽀援ポイン

トの整理  

山口 明⽇⾹（⾼松⼤学）  

休憩 5 分  

16:30  18:00   ７ 

テレ訓練をはじめるにあたり、覗いてみよ

うバーチャルオフィス  

津⽥ 貴（どこだれ） 

あそどっぐ 

園田 大輔（株式会社ハッピーブレイン） 

かがわ ICT テレワークネット  

終了   

 

９． その他  

プログラム内容及び話題提供者は予告なく変更なる場合ございますので、予めご了承ください。 本セミナ

ーは、令和３・4 年度厚⽣労働省科学研究費「就労系障害福祉サービス事業所のテレワークによる就労の推進

に関する研究（21GC1017）」により実施しており、当該研究成果の⼀部です。 

 

10． 個人情報の取り扱い 

 参加申込及びアンケート等に記載された情報は、セミナー運営及び「令和３・4 年度厚⽣労働省科学研究費

「就労系障害福祉サービス事業所のテレワークによる就労の推進に関する研究（21GC1017）」の研究データ

の一部として取り扱いをいたします。研究データとして取り扱う場合にも個人を特定しない統計データとして

処理いたします。本セミナーの一部業務はかがわ ICTテレワークネットへ委託しております。 

 

11． 問い合わせ先 

⾼松⼤学発達科学部 ⼭⼝明⽇⾹研究室  

セミナー事務局 かがわ ICT テレワークネット：telework.bridge2021@gmail.com   



 

「障害のある⼈の新たな働き⽅『テレワークによる就労』を⽀える  

就労系障害福祉サービス事業所の実践セミナー」  

 

予定プログラム  
   

12/9（⾦） 開催場所： Zoom ウェビナー 

開始  終了    話題  話題提供者 （敬称略） 

8:45  9：00  受付     

9:00  9:10    企画趣旨  山口 明日香（⾼松⼤学）  

9:10  10:10  1  テレワークの働き⽅と変化  
⼤濱 徹（パーソルチャレンジ株式会社コーポレート

本部事業開発部）  

休憩 5分  

10:15  11:45  2  テレワークで働く障害者の実際  

佐藤 美貴（札幌チャレンジド）  

加藤 哲義（株式会社沖ワークウェル） 

辻 敏彦（阪和興業株式会社） 

休憩 45 分  

12:30  13:30  3  テレワークを⽬指す訓練のポイント  

野崎 智仁（国際医療福祉⼤学）  

⻘⽊ 真兵（社会福祉法⼈ぷろぼの）  

倉持 利恵（テレワーカーズ柏） 

休憩 5 分  

13:35  14:35  4  訓練⽣のアセスメントと訓練プログラム  

前原 和明（秋⽥⼤学） 

六⾞ 浩（かがわ総合リハビリテーションセンター）  

菊池 庸正（NPO 法⼈在宅就労⽀援事業団）  

休憩 5 分  

14:40  15:40  5  職場開拓と定着⽀援の実際と連携  

縄岡 好晴（明星⼤学） 

川崎 壽洋（NPO 法⼈ぶうしすてむ） 

倉持 利恵（テレワーカーズ柏）  

休憩 5 分  

 

15:45  

 

16:25  

 

６ 
就労⽀援事業所の環境整備と⽀援ポイン

トの整理  

山口 明日香（高松大学）  

休憩 5分  

16:30  18:00   ７ 

テレ訓練をはじめるにあたり、覗いてみよ

うバーチャルオフィス  
津⽥ 貴（どこだれ） 

あそどっぐ 

園田 大輔（株式会社ハッピーブレイン） 

かがわ ICT テレワークネット  

終了   

＊プログラム内容及び話題提供者は予告なく変更なる場合ございますので、予めご了承ください。 本セミナーは、令和３・4 年度厚⽣労働省科

学研究費「就労系障害福祉サービス事業所のテレワークによる就労の推進に関する研究（21GC1017）」により実施しており、当該研究成果の

⼀部です。 



◆お問合せ先
高松大学発達科学部 山口明日香研究室
セミナー事務局 かがわICT テレワークネット：telework.bridge2021@gmail.com   

 
■09:00-09:10 企画趣旨
    山口明日香(高松大学)

■09:10-10:10 第１部 テレワークの働き方と変化
    大濱 徹(パーソルチャレンジ株式会社 コーポレート本部事業開発部)

■10:15-11:45 第２部 テレワークで働く障害者の実際
    佐藤美貴(札幌チャレンジド)、加藤 哲義(株式会社沖ワークウェル)、辻敏彦(阪和興業株式会社)

■12:30-13:30 第３部 テレワークを目指す訓練のポイント
    野崎智仁(国際医療福祉大学)、青木真兵(社会福祉法人ぷろぼの)、倉持理恵(テレワーカーズ柏)

■13:35-14:35 第４部 訓練生のアセスメントと訓練プログラム
    前原和明(秋田大学)、六車浩(かがわ総合リハビリテーションセンター)、菊池庸正(NPO法人在宅就労支援事業団)

■14:40-15:40 第５部 職場開拓と定着支援の実際と連携
    縄岡好晴(明星大学)、川崎壽洋(NPO法人ぶうしすてむ)、倉持理恵(テレワーカーズ柏)

■15:45-16:25 第６部 就労支援事業所の環境整備と支援ポイントの整理
    山口明日香(高松大学)

■16:30-18:00 第７部 テレ訓練をはじめるにあたり、覗いてみよう バーチャルオフィス 
    津田貴(株式会社CMU Holdings)、あそどっぐ、園田大輔(株式会社ハッピーブレイン)、かがわICTテレワークネット

障害のある人の新たな働き方『テレワークによる就労』を支える
    就労系障害福祉サービス事業所の実践セミナー
障害のある人の新たな働き方『テレワークによる就労』を支える
    就労系障害福祉サービス事業所の実践セミナー
◆目的
　就労系障害福祉サービス事業所を対象に Society5.0 時代における多様な働き方の１つであるテレワークによる就
労について理解を深め、障害のある方の「テレワークで働く」を視野にいれた様々な訓練の工夫や実践におけるポイ
ントについて理解を深めることを目的とします。

◆対象者
　全国の就労移行支援事業所、就労継続支援A型事業所、B型事業所の方、在宅訓練やテレワークによる就労の動向やこ
れからの展望について知りたい方、在宅訓練やテレワークについてやっている事業所の取り組みを知りたい方、事業所で
これから取り組もうと考えている方など。

タイムテーブル

開催日時

申込締切：12月6日(火) 17：00まで

金金
オンライン
ウェビナー使用

オンライン
ウェビナー使用

参加者
無料
参加者
無料

お申込みは下記のURLまたはQRコードよりお願いいたします

https://ws.formzu.net/fgen/S869854553/

◆その他
プログラム内容及び話題提供者は予告なく変更なる場合ございますので、予めご了承ください。 本セミナーは、令和３・4 年度厚生労働省科学研究費
「就労系障害福祉サービス事業所のテレワークによる就労の推進に関する研究（21GC1017）」により実施しており、当該研究成果の一部です。

9：00～18：009：00～18：00
受付：08：45～受付：08：45～

12月9日12月9日


